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 山登りの 楽し みの 一つ に人 との 出 会い

があ る。見 知ら ぬ土 地で 見知 らぬ 人 との 出

会い 。そ こに 又、 新し い世 界が 広が る。  

 去 る年 の７ ～８ 月、自 衛隊 山岳 連 盟の 若

い人 達の お手 伝い で中 国青 海省 のユ イチ

ュ峰（ 玉珠 峰）（ 6179m）に 出か けた 。崑崙

山脈 の支 脈・バ ヤン ブダ イ山 系の 最 高峰 で

ある 。Ｂ Ｃ建 設か らの 登攀 期間 10 日間 と

いう 限ら れた 日程 での 登攀 だっ たが 、若い

人達 の頑 張り で、南 西稜 経由 で無 事 の登 頂

を果 し得 た。登 攀の 技術 的記 録は と もか く

とし て、本 稿は 本登 山を 手伝 って く れた 中

国側 スタ ッフ のお 話で す。  

 中 国の 登山 には、事前 に 中 国登 山 協会 に

申請 して 入山 許可 を受 け、登 山計 画 に関 す

る議 定書 の取 り交 わし とい う面 倒な 手続

きが 必要 であ る。そ して 中国 登山 協 会か ら

は連 絡官 が派 遣さ れ、入 国か ら出 国 まで 同

行す る。ま た、青海 省の 山に 登る から には、

青海 省登 山協 会の 便宜 供与 と支 援員 の同

行を 受け るこ とが 義務 付け られ る。要す る

にこ れら は、辺 境に 入域 する 我々 外 国人 の

お目 付け 役、 とい う意 味合 いで あろ う。  

 今 回は 、中 国登 山協 会（ 北京 ）か らは 連

絡官 Ｙ氏 、青 海省 登山 協会（西 寧 ）から は

通訳 兼連 絡官 Ｗ君 、運 転手 Ｔ君・Ｒ 君が 同

行し た。西 寧派 遣の ３人 は人 懐っ こ く陽 気

で、 何か と世 話焼 きで もあ った 。  

 青 海省 の首 都の 西寧 から 玉珠 峰へ は約

1000km、青蔵 公路 を車 で走 る 。特 に 青海 湖

を過 ぎ橡 皮山 峠を 越 え た 後 の 約 800 k m は 、

草木 も生 えな いツ ァイ ダム 沙漠 をひ た走

るこ とに なる。半日 行程 間隔 で小 さ なオ ア

シス が点 在し、そこ に茶 店が あっ た り宿 泊

所が ある。この 辺の 交渉 はＴ 君の 独 壇場 で、

我々 は彼 に乗 せら れて、食べ て寝 る だけ で

ある 。食 事は 、肉 類は 滅多 にな いが 、様 々

な野 菜を 炒め た料 理が、毎回 ７品 も ８品 も

山盛 りで 出て くる のに は辟 易し た。とて も

食べ 切れ るも のじ ゃな い。そ れを 肴 に彼 ら

は、 青稗 酒と い う 強 い 酒 を グ イ 飲 み す る 。

日本 側は、往路 は登 攀の 高所 順応 の ため に

禁酒 を申 し合 わ せ 、 お 茶 で 付 き 合 っ た が 、

とに かく 彼ら はよ く食 べ、よく 飲み 、よ く

騒ぐ 。  

 Ｂ Ｃ

設営 後

も、

我々 の

登攀 活

動間 、

食堂 テ

ン ト は 、

留守 を

守る 彼

らの 宴

会場 と

化 し た 。

我々 が

彼ら の

宴会 に

合流 し

たの は、登 頂を 終え 全員 がＢ Ｃに 帰 着し て

以降 だっ た。  

 さ て、 登山 を 終 え て 西 寧 に 帰 着 し た ら 、

我々 の使 った テン トや 登攀 用具 の多 くを

青海 省登 山協 会に 寄付 して 帰る つも りで

トラ ック の荷 台 に 積 ん だ ま ま に し て い た 。

とこ ろが 西寧 帰着 が夜 遅く なっ たの で、翌

朝ト ラッ クを 見に 行 っ たら、荷台 に は殆 ん

ど何 も残 って いな かっ た。 奇怪 ？！ 。  

 ユイチュ (玉珠 )峰登山－中国人スタッフのこと－  

玉 珠 峰 の 雄 姿  

ツ ァ イ ダ ム 沙 漠 を 走 る  

Ｂ Ｃ 全 景 (右 端 が 食 堂 テ ン ト )  

登 頂 祝 賀 会 (食 堂 テ ン ト で )  

 


